
大きいジャガイモ取れました
　４月 28 日、指江保育園の園児たちは、長島町の農作物
特産品の一つ、赤土ジャガイモの掘り取りを体験しました。

（関連記事＝Ｐ 17）



新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
期
待

　

長
島
町
と
ト
ス
・
三
共
Ｊ
Ｖ
ホ
テ

ル
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
楽
浩
代

表
）
に
よ
る
、
大
型
宿
泊
施
設
建
設

（
民
設
・
民
営
）
立
地
協
定
式
が
４

月
19
日
、
三
反
園
訓
鹿
児
島
県
知
事

を
立
会
人
と
し
て
、
マ
リ
ン
パ
レ
ス

か
ご
し
ま
（
鹿
児
島
市
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
老
朽
化
の

進
ん
だ
本
町
指
江
に
あ
る
「
ホ
テ
ル

長
島
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
求
め
て

８
０
０
０
人
集
う
～
第
６
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
～

　

４
月
７
日
、
長
島
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
子
育
て
ひ
ろ
ば
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ひ
ろ
ば
は
、
長
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
が
町
の
補
助
を
受
け
、
未

就
学
児
の
子
育
て
中
の
親
子
の
支
援

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
な
遊

び
場
を
提
供
し
、
子
育
て
・
子
育
ち

を
め
ぐ
る
情
報
の
共
有
や
相
互
交
流

を
図
る
た
め
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加

し
た
新
山
佳
奈
さ
ん（
本
町
）は「
こ

れ
ま
で
子
ど
も
と
安
心
し
て
遊
べ
る

場
所
が
な
か
っ
た
か
ら
開
所
し
て
嬉

し
い
。
木
の
お
も
ち
ゃ
の
香
り
が
し

て
良
い
。
頻
繁
に
利
用
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
ひ
ろ
ば
に
は
、
多
く
の
木
製
の

玩
具
が
揃
え
ら
れ
て
お
り
、
保
育
士

の
資
格
を
持
つ
職
員
が
親
子
と
一
緒

に
遊
ぶ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
子
育
て
を

大
型
宿
泊
施
設
建
設
（
民
設
・
民
営
）
立
地
協
定
式

長
島
」（
１
９
７
２
年
開
業
・
現
サ

ン
セ
ッ
ト
長
島
）
に
代
わ
る
、
新
た

な
大
型
宿
泊
施
設
の
建
設
・
運
営
に

つ
い
て
町
が
公
募
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
株
式
会
社
ト
ス
（
鹿
屋
市
、
大

楽
浩
会
長
）
と
株
式
会
社
三
共
建
設

（
錦
江
町
、
中
島
竜
作
社
長
）
の
共

同
企
業
体
（
Ｊ
Ｖ
）
が
応
募
。
選
定

委
員
会
の
審
査
を
経
て
決
定
し
ま
し

た
。

　

計
画
で
の
新
た
な
宿
泊
施
設
は
、

４
階
建
て
ホ
テ
ル
棟
（
36
室
）
と
７

棟
の
離
れ
を
建
設
。
宿
泊
定
員
は
約

１
０
０
人
で
、
延
床
面
積
３
９
５
０

平
方
㍍
、
総
事
業
費
12
億
５
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地

元
を
含
め
た
約
20
人
の
雇
用
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

調
印
後
に
、
川
添
町
長
は
「
本
町

は
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
交
流
人
口
は
増

え
た
が
、
肝
心
の
宿
泊
施
設
が
一
番

の
課
題
で
あ
っ
た
。今
回
の
締
結
で
、

本
町
の
観
光
事
業
が
一
層
発
展
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
大
楽
代
表
は
「
長
島

町
の
人
た
ち
と
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
活
性
化
に
取
り
組
み
、
鹿
児
島
を

発
信
す
る
場
に
し
た
い
」
と
開
業
へ

の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
立
会
人
の

三
反
園
知
事
は
「
今
回
の
協
定
式
の

締
結
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
く
思
う
。
自
然
が
豊
か
で
素
晴

ら
し
い
食
材
が
揃
っ
て
い
る
長
島
町

に
大
型
宿
泊
施
設
が
建
設
さ
れ
る
こ

と
に
、
県
と
し
て
も
成
功
す
る
よ
う

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
型
宿
泊
施
設
は
、
平
成
30

年
４
月
の
開
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
親
子
を
支
援

待
望
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
が
開
設

応
援
し
ま
す
。
同
ひ
ろ
ば
の
利
用
方

法
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
対
象
者

　

長
島
町
に
住
所
を
お
く
未
就
学
児

　

と
保
護
者

○
場
所

　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

長
島
町
鷹
巣
１
６
５
９
番
地
１

○
開
設
日
時

　

毎
週　

月
・
水
・
金

　

10
時
～
15
時

　

※
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。

○
利
用
方
法

　

・
利
用
初
日
に
利
用
者
登
録
を
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。
母
子
手
帳
な

　

ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

　
・
時
間
内
の
出
入
り
は
自
由
で
す
。

　

都
合
の
い
い
時
間
に
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

○
内
容

　

・
保
育
士
に
よ
る
親
子
遊
び

　

・
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

　

・
学
習
講
座
、
育
児
相
談　

な
ど

○
利
用
料

　

無
料

　

※
材
料
代
な
ど
は
実
費
負
担

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
子
育
て

　

支
援
事
業
係

　

☎
（
86
）
２
３
３
１

↑調印後に握手を交わす、中島竜作三共建設社長、大楽浩トス株式会社会長、立会人の三反園訓知事、川添町長（写真左から）

↑建設予定の宿泊施設（イメージ図）

　

４
月
30
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
第
６
回
じ
ゃ
が

い
も
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
半
ば
で
、
2
年
ぶ
り
に
晴
天

で
の
開
催
と
な
っ
た
同
ま
つ
り
に
は
、
約
８
千
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
幕
を
開
け
る

と
、
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
副
委
員
長
の
エ
グ
チ
ベ
ジ
フ

ル
株
式
会
社
、
江
口
輝
文
代
表
が
「
町
外
・
県
外
で
も
人

気
の
長
島
の
赤
土
ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
こ
の
長
島
の
春
の
味
を

十
分
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
で
は
、
１
家
族
１
区
画
（
３

㍍
）
限
定
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
掘
り
取
り
体
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
開
会
式
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
準
備
し
た

４
３
０
区
画
は
受
付
開
始
直
後
に
埋
ま
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
無
料
配
布
や
、
詰
め
放
題

の
た
め
に
準
備
し
て
い
た
、
昨
年
の
2
倍
と
な
る
約
６
㌧

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
完
売
す
る
な
ど
、
会
場
は
多
く
の
人
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

↑袋いっぱいにジャガイモを詰める来場者

↑
無
料
配
布
に
は
長
蛇
の
列
が

↑
家
族
で
楽
し
む
掘
り
取
り
体
験

↑
長
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
開
幕

↑
木
製
す
べ
り
台
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

↑宿泊施設の建設予定地
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町
で
は
、役
場
庁
舎
の
本
所
・

支
所
方
式
移
行
へ
向
け
た
「
役

場
庁
舎
の
あ
り
方
座
談
会
」
を

１
月
30
日
か
ら
２
月
７
日
に
か

け
て
、
旧
長
島
町
地
域
の
３
会

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
の
本
所
・
支
所
方

式
移
行
と
は
、
長
島
町
役
場

（
鷹
巣
）
を
本
所
、
指
江
庁
舎

を
支
所
と
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
座
談
会
で
は
、
長
島
地

区
合
併
協
議
会
や
第
１
次
・
第

２
次
長
島
町
行
政
改
革
大
綱
、

長
島
町
町
有
施
設
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
、
指
江
庁
舎
利
活
用

検
討
委
員
会
、
長
島
町
議
会
で

の
行
政
改
革
（
特
に
庁
舎
関

係
）
に
対
す
る
一
般
質
問
の
内

容
、
今
後
の
進
め
方
な
ど
を
説

明
し
、
参
加
者
の
意
見
等
を
伺

い
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
出
さ
れ
た
主
な
意

見
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

役
場
庁
舎
の
本
所
・
支
所
方
式
移
行
へ
向
け
て

役
場
庁
舎
の
あ
り
方
座
談
会
を
開
催

住
民　

本
所
・
支
所
方
式
と
な
っ
た

場
合
、
支
所
の
業
務
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
か
。

町　

総
合
窓
口
を
設
け
、
さ
ら
に
事

業
課
（
水
道
課
・
建
設
課
・
農
林
課
・

耕
地
課
な
ど
）
の
窓
口
業
務
が
で
き

る
体
制
を
考
え
て
い
る
。

住
民　

指
江
の
庁
舎
に
農
林
課
、
水

道
課
は
残
し
て
ほ
し
い
。

町　

こ
の
座
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見

な
ど
を
参
考
に
し
た
い
。

　

指
江
庁
舎
に
は
総
合
的
な
窓
口
と

し
て
、
現
在
の
総
合
管
理
課
の
業
務

に
加
え
て
、
建
設
課
、
耕
地
課
、
農

林
課
、
水
道
課
な
ど
の
窓
口
業
務
を

行
え
る
よ
う
に
し
、
他
に
教
育
委
員

会
部
局
や
農
業
委
員
会
部
局
の
配
置

を
検
討
し
て
い
る
。

住
民　

支
所
に
残
す
部
署
な
ど
が

は
っ
き
り
し
な
い
段
階
で
、
指
江
庁

舎
利
活
用
検
討
委
員
会
で
庁
舎
を
ど

う
使
用
し
た
い
か
を
議
論
す
る
の
は

納
得
い
か
な
い
。

町　

条
例
な
ど
の
議
決
が
先
か
、
住

民
の
声
を
吸
い
上
げ
て
か
ら
進
め
る

べ
き
か
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
事
前
に
住
民
の
声
を
大

切
に
吸
い
上
げ
て
検
討
す
る
こ
と

が
、
住
民
へ
の
誠
意
だ
と
思
う
。

住
民　

将
来
の
プ
ラ
ン
を
示
し
、
そ

の
た
め
の
組
織
を
示
さ
な
い
と
、
ど

ん
な
議
論
に
し
て
も
自
由
な
、
勝
手

な
こ
と
し
か
出
て
こ
な
い
と
思
う
。

町　

子
ど
も
に
は
夢
を
、
若
者
に
は

活
力
を
、
高
齢
者
に
は
福
祉
の
充
実

を
と
、
き
め
細
か
に
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
本
所
・
支
所
方
式
が
一
番

気
を
使
う
施
策
で
あ
る
。
方
向
性
が

示
さ
れ
れ
ば
、
住
民
へ
の
き
め
細
か

な
施
策
も
図
っ
て
い
け
る
と
思
う
。

住
民　

今
回
の
本
所
・
支
所
方
式
移

行
に
関
し
て
、
合
併
特
例
債
の
利
用

は
ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の

か
。

町　

合
併
特
例
債
は
平
成
32
年
度
ま

で
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
所
・
支
所
方
式
移
行
の
た
め

の
施
設
整
備
な
ど
を
期
限
内
に
実
施

し
て
い
き
た
い
。

住
民　

５
年
先
の
こ
と
を
今
、
決
め

る
必
要
が
あ
る
の
か
。

町　

交
付
税
は
減
額
さ
れ
て
い
き
、

合
併
特
例
債
の
期
限
も
あ
る
。
財
政

の
見
通
し
を
も
っ
て
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
政
的
な
体

力
の
あ
る
う
ち
に
方
向
性
を
示
し
て
、

具
体
的
な
要
望
の
あ
っ
た
事
業
な
ど

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

住
民　

高
齢
者
や
車
に
乗
れ
な
い
人

な
ど
を
考
慮
し
、
本
所
ま
で
の
交
通

手
段
と
し
て
巡
回
バ
ス
の
増
便
の
考

え
は
な
い
か
。

町　

巡
回
バ
ス
の
増
便
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
。
担
当
課
で
研
究
さ
せ
た

い
。

住
民　

現
在
の
指
江
庁
舎
の
職
員
が

本
庁
舎
に
移
っ
た
と
き
に
、
ス
ペ
ー

ス
的
に
入
り
き
れ
る
の
か
。

町　

各
課
、
部
署
を
考
慮
し
、
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

庁
舎
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
い

う
こ
と
は
関
係
条
例
が
議
決
さ
れ
て

か
ら
検
討
す
る
。

　

今
ま
で
の
元
気
な
地
域
を
崩
さ
な

い
よ
う
、
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

も
努
力
し
た
い
。

住
民　

今
後
の
指
江
庁
舎
の
利
用
と

し
て
、
若
者
、
高
齢
者
世
代
の
利
便

性
を
考
え
る
と
、
コ
ン
ビ
ニ
の
誘
致

を
積
極
的
に
考
え
て
ほ
し
い
。

町　

庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

ひ
と
つ
の
目
標
に
「
賑
わ
い
」
を
と

考
え
て
い
る
。

住
民　

開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
を
使
用

す
る
場
合
、
建
物
の
耐
震
度
は
大
丈

夫
な
の
か
。

町　

数
年
前
に
耐
震
調
査
を
実
施
し

て
「
安
全
で
あ
る
」
と
い
う
認
定
を

受
け
て
い
る
。

住
民　

建
物
が
老
朽
化
し
た
ら
建
替

え
る
こ
と
も
有
り
得
る
の
で
は
な
い

か
。

町　

建
替
え
に
つ
い
て
は
、数
年
後
、

あ
る
い
は
数
十
年
後
、
そ
の
時
点
の

町
執
行
部
と
町
議
会
が
協
議
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

納
税
優
秀
賞
（
11
組
合
）

納
税
優
良
賞
（
16
組
合
）

納
税
努
力
賞
（
３
組
合
）

納
期
限
内

（
平
成
28
年
12
月
末
日
）
完
納

年
度
内　（

平
成
29
年
３
月
末
日
）
完
納

納
税
に
対
し
顕
著
な

功
労
の
あ
っ
た
組
合

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

湯
ノ
口　
　
（
湯
元　
　

刷
）

杉
ノ
段　
　
（
坂
元　

耕
作
）

山
門
野
下　
　
（
柿
ノ
迫
重
則
）

山
門
野
上　
　
（
千
葉　

久
嗣
）

加
世
堂　
　
（
篠
原　

卓
造
）

梅
ノ
木
山　
　
（
石
橋　

勝
志
）

牧
　
　
（
岩
下　

貞
志
）

市
来
崎　
　
（
崎
迫　

正
一
）

矢

堂　
　
（
宮
路　

義
輝
）

浦

底　
　
（
浦
底　

初
男
）

桂

代　
　
（
川
田　
　

誠
）

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

幣

串　
　
（
池
田　

卓
男
）

小

浜　
　
（
下
塩
見　

浩
）

汐

見　
　
（
濵
田　

幹
男
）

　

平
成
29
年
度
長
島
町
行
政
連
絡

員
会
議
が
４
月
12
日
、
町
開
発
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
会
議
に
は
、
町
内
57
地
区

の
行
政
連
絡
員
が
出
席
。
は
じ
め

に
川
添
町
長
か
ら
行
政
連
絡
員
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
後
の
会

議
で
は
、
行
政
の
業
務
内
容
な
ど

に
つ
い
て
担
当
課
長
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

行
政
連
絡
員
は
、
地
域
住
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
１
年
間

活
動
さ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
を
担
当
す
る
行
政
連
絡

員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

各
地
区
の
行
政
連
絡
員
が
決
定

長
島
町
行
政
連
絡
員
会
議

納
税
功
労
組
合
を
表
彰

　

平
成
28
年
度
納
税
功
労
組
合
表
彰

式
が
４
月
12
日
、
町
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
30
の
納
税
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
添
町
長
が
、
昨
年
末
の
納
期
限

内
に
完
納
し
た
11
組
合
に
「
優
秀

賞
」、
年
度
内
に
完
納
し
た
16
組
合

に
「
優
良
賞
」、
納
税
に
対
し
顕
著

な
功
労
の
あ
っ
た
３
組
合
に
「
努
力

賞
」
を
贈
り
、
こ
れ
ま
で
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
納
税
組
合
は
次
の
と

お
り
で
す
。

平
成
29
年
度
長
島
町
行
政
連
絡
員
名
簿（
４
月
１
日
現
在
）

↑行政連絡員会議の様子

地 区 名 氏 名
田 尻 上 窪　 正 志
火 ノ 浦 𠮷 川　 修 一
山 門 野 下 柿 ノ 迫　 重 則
山 門 野 中 坂 之 下　 修
山 門 野 上 千 葉　 久 嗣
加 世 堂 篠 原　 卓 造
川 床 下 田 中　 隆 明
川 床 中 児 玉　 任 光
川 床 上 児 玉　 浩 一
小 坂 上 原　 秀 美
杉 ノ 段 坂 元　 耕 作
梅 ノ 木 山 加 世 堂　 国 義

牧 岩 下　 貞 志
市 来 崎 崎 迫　 正 一
脇 崎 大 田　 辰 志
塩 追 中 村　 幸 二
赤 崎 赤 嵜　 信 夫
山 寺 平 田　 一 郎
上 揚 江 良　 登 貴 男

地 区 名 氏 名
幣 串 池 田　 卓 男
平 尾 中 南 松 岡　 孝 二
母 良 木 山 﨑　 友 喜
藤 之 元 白 濵　 輝 記
萩 之 牟 礼 井 手　 道 夫
茅 屋 濵 﨑 　 忠
北 方 崎 山 下　 重 夫
浜 漉 大 堂　 定 憲
犬 鹿 倉 大 迫　 政 喜
蔵 之 元 轟 　 保
小 浜 山 下　 清 通
指 江 大 平　 洋 光
川 内 大 川　 一 成
城 川 内 外 山　 政 英
唐 隈 小 城　 賢 治
広 野 松 原　 義 彦

潟 𠮷 川　 秀 記
汐 見 濵 田　 幹 男
馬 込 湯 田　 保 弘

地 区 名 氏 名
野 中 東 條　 義 昭
菅 牟 田 上 口　 茂 則
山 中 上 原　 健 造
本 町 竹 上　 博 文

西 海 江 田　 美 治
矢 堂 宮 路　 義 輝
宮 ノ 浦 平 野　 利 夫
伊 唐 竹 山　 司 郎
浦 底 浦 底　 英 安
福 ノ 浦 川 　 英 一
桂 代 川 田 　 誠
三 船 川 端　 澄 弘
薄 井 山 下 　 忍
白 瀬 礒 永　 満 士
本 浦 飯 田　 満 穗
葛 輪 杉 原　 真 二
片 側 池 元　 勇 𠮷
御 所 ノ 浦 須 嵜　 政 次
湯 ノ 口 湯 元 　 刷

納
税
組
合　
　
（
納
税
組
合
長
）

北
方
崎　
　
（
山
下　

重
夫
）

馬

込　
　
（
湯
田　

保
弘
）

小

坂　
　
（
上
原　

秀
美
）

川

内　
　
（
石
原　

一
治
）

山
門
野
中　
　
（
坂
之
下　

修
）

西
　
　
（
坂
口　
　

登
）

本

町　
　
（
宮
脇　

正
志
）

藤
之
元　
　
（
白
濵　

輝
記
）

片

側　
　
（
池
元　

勇
𠮷
）

犬
鹿
倉　
　
（
小
川　

信
幸
）

萩
之
牟
礼　
　
（
井
手　

生
家
）

蔵
之
元　
　
（
轟　
　
　

保
）

山

中　
　
（
坂
口　

英
二
）

野

中　
　
（
池
田　

良
廣
）

上

揚　
　
（
江
良
登
貴
男
）

福
ノ
浦　
　
（
川　
　

英
一
）
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わが町の地方創生

今通っている高校が合わない場合はご相談ください

じゃがじゃがジムでイベントを開催

新じゃがと共に発送　～長島大陸食べる通信 3月号～

　3 月末、新じゃがの芋掘りが始まる季節。ミネ
ラルたっぷりの長島の赤土の畑で育った身の引き
締まったジャガイモ。それを作る人たちのロマン
やドラマを載せた「食べる通信」が、段ボールに
ギュッと詰められた 10kg のジャガイモと一緒に
約 300 人の購読者に発送されました。
　食べる通信の購読者には、長島町で生まれ、今
は町外に住んでいる息子さんや娘さんが多くいま
す。長島町の季刊誌と食べものをセットにした食
べる通信を受け取った後に頂く感想は本当に温か
く、編集委員も頑張ろうという気持ちになります。
　次号・6 月号は長島町の地ダコをお届けします。
長島大陸食べる通信　http://taberu.me/nagashima/　

情報誌と共に食材が送付される長島大陸食べる通信

神戸のフレンチバールで長島大陸フェア兼商談会を開催します
　３月に長島大陸視察ツアー（シェフツアー）に
参加した、大町誠シェフが経営する「フレンチバー
ル・レストラン アンティーク」（兵庫県神戸市）
で長島大陸フェアを開催します。
　当日は、長島町の岩牡蠣や麦味噌、アオサ、赤
土ジャガイモ、サワーポメロ、その他水産物など
を大町シェフにより調理していただきます。神戸
付近に家族や友人がいるかたは、ぜひお声がけく
ださい。

↑本町産のアオサを使ったメニュー

○開催日　６月 23 日（金）
○開催場所
　兵庫県神戸市中央区中山手通 1 丁目 2-6
　「フレンチバール・レストラン アンティーク」
○受付時間（予定）
　１部 18：00 ～ 20：30
　２部 21：00 ～ 23：30
　※２部制の完全予約制
○料金　お一人様 5,000 円 ( 税、サービス料込 )
※当日のご来店は事前チケット制となります。
※席数に限りがあります。希望のかたはお問い
合わせください。
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生☎（86）1111［代表］
　担当 太田☎ 090（7213）2758

クックパッドで「地域応援レシピコンテスト」
　養殖ブリの生産量で全国の一割を占める産地、
長島町。
　長島町のブリのさらなる認知拡大を目指して、
日本最大の料理レシピサービス「クックパッド」
と連携し、地域と地域食材にスポットを当てた初
の企画「地域応援レシピコンテスト」を開催しま
した。
　クックパッドを利用するユーザーを対象にブリ
を使ったレシピを募集したところ、285 品のレ
シピ応募がありました。入賞作品は 6 作品で、ヨー
グルトを使ったタンドリーや、サツマイモとあわ
せたサラダなど独創的な料理が選定されました。 ↑応募された料理例はクックパッドで閲覧できます

　https://cookpad.com/ha/contests/102

　じゃがじゃがジムで、コブラクションテープ
イベントを開催します。
　コブラクションテープとは、テーピングの一
種で、貼ると、腰・膝・肩のつらさの改善、疲
労感の軽減、ランナーの膝・野球肘のサポート
などの幅広いかた向けに効果があります。イベ
ントに参加すると、コブラクションテープが５
枚付いてきます！
○開催日時　5 月 21 日 ( 日 )
　　　　15:00 ～ 15:30　鈴木氏による開発秘話
　　　　15:30 ～ 19:30　貼り方体験会 ( 随時 )
○開催場所　太陽の里新館１階　大研修室
○参加費　　2,500 円

○対象年齢　中学生以上
※予約制となっています。事前にご予約ください。
◎予約・問い合わせ先
　じゃがじゃがジム　鬼氣　☎ 080（8573）8557

　現在、長島大陸 N センターを利用する高校生
を募集しています。
　N センターはこれまで、さまざまなプログラム
やイベントを催し、たくさんの高校生たちのサ
ポートを行ってきました。
　そんな N センターですが、実は平日昼間も開
放しており、少数ですが高校生も通って来ていま
す。勉強を教えるだけではなく、ただ一緒に話し
たり、悩みの相談にのったり、教育プログラムの
紹介をしたりと、さまざまなサポートを行ってい
ます。
　また、高校生の保護者に対しても、お子さんが
今通っている高校が合わない場合の復学への道筋
についてなど、何でも相談いただけます。

　どんなことでも、気軽にご相談ください。役場
外でもどこでも伺います。
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生　☎（86）1111［代表］
　担当 神明☎ 090（5363）5199

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、４月から新たに１人を「地域おこし協
力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。

柴
しばた

田 雄
ゆうと

仁さん (24)
　４月から地域おこし協力隊に着任しました、柴田雄仁
です。私自身、小さい頃から運動を続けてきて成長して
いると感じています。運動、トレーニングを行うことで
生活のリズムを整え、快適に過ごす為のお手伝いをさせ
ていただきたいと思います。フットワーク軽くつとめま
すので「じゃがじゃがジム」と共によろしくお願いします。

長島大陸Ｎセンター
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浄化槽法定検査を受けましょう

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査 4,000 円 6,000 円

検査手数料（5 ～ 10 人槽） ◎問い合わせ先
　（公財）鹿児島県環境保全協会　☎ 099（296）9000
　県生活排水対策室　☎ 099（286）3685
　川薩保健所衛生・環境課　☎ 0996（23）3167
　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］

　浄化槽法定検査は、法律で定められた検査です。浄化槽を持つ
人は、必ず受検しましょう。
   この検査は、浄化槽の保守点検および清掃が適正に行われてい
るか、また適正に使用され浄化槽の機能が正常に維持されている
かを検査し、不適事項があれば、行政及び関係者が状況を把握す
るとともに早期にそれを是正することを目的にするものです。
　知事が指定した検査機関である（公財）鹿児島県環境保全協会
の検査員が事前にハガキで通知した検査日に各戸を訪問して、現
場での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰っての水質検査を行
います（地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のものです）。
  検査対象となった浄化槽 ( 設置年度ごとに対象としています )
については事前に指定検査機関から日程通知がありますので必ず
受検しましょう。

↑法定検査を行う検査員

長島町地域包括支援センターだより

「介護相談員派遣事業」をご存じですか？
　地域包括支援センターでは「介護相談員派遣事業」を
行っています。
　介護相談員とは、介護サービスを利用する人やその家

族の話を聞き、不安や不満・疑問を解消するため、介護
保険施設や事業所との橋渡し役を行い、より利用しやす
い介護保険制度になるよう活動しています。

　

４
月
25
日
、
町
文
化
ホ
ー
ル
で

平
成
29
年
度
長
島
町
文
化
協
会
総

会
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催
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舞
踊
や
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
芸
能
部
門
23
団

体
、
盆
栽
や
短
歌
な
ど
の
創
作
部

門
19
団
体
の
加
盟
団
体
代
表
者
が

集
ま
り
、
今
年
度
の
事
業
方
針
や

予
算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
町
内
の
さ
ら
な
る

文
化
振
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を
図
る
た
め
に
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組
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の
強
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ど
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と
し
た
組
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目
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全
会
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で
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ま
し
た
。

　

長
島
町
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化
協
会
加
盟
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体
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な
活
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と
し
て
、
老

人
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や
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の
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な
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。
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問
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さ
れ
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。
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０
０
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通
］

長
島
町
文
化
協
会
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を
開
催

芸
能
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門
（
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体
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・
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分
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櫻
庭
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竹
玲
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（
日
舞
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柳
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花
昭
会
（
日
舞
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流
昭
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会
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支
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（
日
舞
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な
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会
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日
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ー
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ラ
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操
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・
正
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五
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宗
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流
樫
谷
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五
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吟
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ラ
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ロ
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ア
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ラ
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す
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れ
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踊
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ひ
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踊
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区
分
）

・
長
島
盆
栽
会
（
盆
栽
）

・
長
島
町
山
野
草
部
会
（
山
野
草
）

・
脇
崎
陶
芸
倶
楽
部
（
陶
芸
）

・
長
島
陶
芸
ク
ラ
ブ
（
陶
芸
）

・
長
島
短
歌
会
（
短
歌
）

・
創
生
短
歌
会
（
短
歌
）

・
明
神
俳
句
会
（
俳
句
）

・
玄
泉
会
（
書
道
）

・
長
島
茶
道
部
会
（
茶
道
）

・
池
坊
華
鶴
（
生
花
）

・
清
風
会
（
華
道
）

・
な
の
は
な
会
（
生
花
）

・
茜
会
（
生
花
）

・
池
坊
桜
美
会
（
華
道
）

・
長
島
史
談
会
（
郷
土
史
）

・
長
島
写
友
会
（
写
真
）

・
ア
メ
リ
カ
ン
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
（
造
花
）

・
ち
ぎ
り
絵
教
室
（
ち
ぎ
り
絵
）

・
手
芸
教
室
（
手
芸
）

平
成
29
年
度
長
島
町
文
化
協
会
加
盟
団
体

　日産自動車株式会社から公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団
を通じて、最新の電気自動車「e-NV200」1 台が町
に 3 年間無償貸与されました。この貸与は、地域
の活性化や環境保全など、電気自動車のさらなる普
及を目指す同社と同財団の共同プロジェクトによる
もので、申請のあった 141 件のうち 60 自治体が選
定されました。
　町では今後、スポーツ活動の振興、環境保全など
の一助に電気自動車「e-NV200」を活用します。

電気自動車を無償貸与

↑無償貸与された「e-NV200」と川添町長ら

　３月 19 日、町文化ホールで劇団四季によるファ
ミリーミュージカル「王子とこじき」が上演されま
した。
　館内は、親子連れを中心に、ほぼ満員となる約
760 人の観客で埋めつくされました。
　ミュージカルを通じ「本質を見ること」「真実を
言う勇気」について観客らは考えさせられたり、劇
中歌をキャストらと一緒に合唱したりするなど、会
場は大いに沸きました。

迫力ある演技に感動

↑迫力ある演技と歌で観客らを圧倒

◎問い合わせ先　長島町地域包括支援センター　☎（86）1153［直通］

サービス
提供の場を訪問
施設、訪問サービス

利用者の自宅など

利用者から
話を聞く

市町村
（事務局）へ

報告

利用者・家族へ
の説明

事業者へ
報告・提案

施設の行事などにも
参加し、サービスの
現状を把握

相談内容の客観的事実に基
づき相談記録票を作成し、
活動報告書を提出

事務局を通じて
活動報告書を提出
意見交換を行い、
サービス改善を提案

相談者から匿名の
希望がある場合は、
個人が特定できな
いように配慮する

相談を聞いたまま
にせず、改善状況
を伝える
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総務費他 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理費 し尿処理費 公債費 新焼却処理施設整備費

1,082 円 735 円 3,759 円 876 円 1,578 円 919 円 9,268 円

歳　　入
15 億 6,670 万８千円

分担金および負担金
　13 億 5,656 万 7 千円
○内訳　阿久根市　　3 億 3,234 万４千円
　　　　出水市　　　7 億 8,479 万 8 千円
　　　　長島町　　　1 億 7,814 万 5 千円
　　　　地方交付税　　　　　6,128 万円

使用料および手数料
　3,276 万 2 千円

国庫補助金
　1 億 6,142 万８千円

諸収入
　1,595 万１千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
平
成
29
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
の
当
初
予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
は
、

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
に
比

べ
、
４
億
１
８
１
４
万
６
千
円

（
36
・
４
％
）
増
の
15
億
６
６
７
０
万

８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
（
収
入
）
の
主
な
も
の
は
、

各
市
町
か
ら
の
負
担
金
、
鉄
・
ア

ル
ミ
の
不
用
品
売
払
収
入
等
お
よ

び
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処
理
場
使

用
料
等
）、
新
焼
却
処
理
施
設
整

備
事
業
に
係
る
国
庫
補
助
金
で

す
。

　

歳
出
（
支
出
）
の
主
な
も
の
は
、

じ
ん
か
い
（
ご
み
）・
リ
サ
イ
ク

ル
・
し
尿
処
理
経
費
や
新
焼
却
処

理
施
設
整
備
に
伴
う
造
成
お
よ
び

施
設
建
設
工
事
の
事
業
費
な
ど
の

衛
生
費
、
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ

る
公
債
費
、
介
護
保
険
の
認
定
審

査
業
務
の
経
費
で
あ
る
民
生
費
で

す
。 北

薩
広
域
行
政
事
務
組
合

住民１人当たりに使われる金額 18,217 円
（平成 29 年 3 月末人口（86,001 人）で算定）

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は

　

15
億
６
６
７
０
万
８
千
円

◎問い合わせ先
　北薩広域行政事務組合　☎（84）4815
　URL http://www.ab.auone-net.jp/~hokusatu/

　

予
算
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
財
政
計

画
を
立
て
て
、
組
合
の
健
全
運
営

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

歳　　出
15 億 6,670 万８千円

総務費
9,097 万９千円

民生費
6,323 万９千円

公債費
7,903 万２千円

議会費
　152 万９千円
予備費
　50 万円

衛生費
　13 億 3,142 万９千円
 うち新焼却処理施設整備分
　 ７億 9,705 万７千円

農業用廃プラスチック類回収に協力を

□農ポリ・ビニールの梱包
①約１㍍間隔に杭などを打ち、ビニー
　ルを巻きつける。
②３カ所を結束し、１梱包 10kg 程度
　とする。
※同じフィルムで縛り、土や砂、
　その他異物を取り除く。

□肥料袋の梱包
①同じ種類の袋を２つ折りにして重ね合わせる。
②肥料袋で作ったひもで十文字に結束する。
※肥料袋で作ったひも以外で結束された場合は、
　回収しません。（持ち帰りとなります。）

□農薬使用済み袋
農業用ポリ容器は、水で洗浄しラベルをはがしてください。
※ラベルをはがしていないポリ容器は、回収しません。
※農薬の廃袋は、水で洗浄してください。

◇回収費
①農業用ビニール　10 円 /kg　　
②農業用ポリフィルム（ポリ容器含む）

15 円 /kg

◇ 注 意 事 項
※廃プラスチック類を搬入する際は、「産業廃棄物積載車」と表示することが義務付けられています。
※ 回収費は、原則農協の口座から引き落としますので、口座番号の確認をお願いします。

◎問い合わせ先
　役場農林課農政係　☎（88）5670［直通］

　使用済みの農業用プラスチック類などは産
業廃棄物です。これらの処理については「使
用した農家自らの責任で正しく処理しなけれ
ばならない」と定められています。
　農業用廃プラスチック類の回収を次のとお
り実施します。回収方法にしたがって、最寄
りの回収場所に持ち込んでください。

［回収品目］農業用ポリフィルム・ビニール・
肥料袋（ビニール製のもの）・農薬使用済み
袋　（ポリ容器含む）

回収日 時間 回収場所

6 月６日
（火）

10:00 ～
12:00

獅子島アイランドセンター

６月７日
（水）

8:00 ～
10:00

伊唐大橋前駐車場（伊唐側）
（計量は伊唐港）

ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

６月８日
（木）

8:00 ～
10:00

平尾サメシマフーズ駐車場

小浜港野積場

６月９日
（金）

8:00 ～
10:00

ＪＡ長島事業所馬鈴薯選果場

田尻公民館
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３
日

５
日

６
日

７
日
～
８
日

９
日

11
日

12
日

13
日

14
日
～
15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

24
日

25
日

26
日
～
28
日

29
日

30
日

辞
令
交
付
式　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

全
体
朝
礼　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

九
州
国
道
協
会
監
査　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

小
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
伊
唐
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式　
　
　
　
　
（
長
島
中
学
校
）

第
50
回
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る
特
攻
艦
隊

戦
没
将
士　

慰
霊
祭　
　
　
　
　
（
伊
仙
町
）

花
フ
ェ
ス
タ
和
太
鼓
祭
り（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

長
島
町
納
税
表
彰
式
・
行
政
連
絡
員
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

自
衛
隊
父
兄
会
総
会　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

石
積
み
品
評
会　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
総
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

教
育
関
係
者
・
管
理
職
等
合
同
歓
迎
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
陽
の
里
）

桜
を
見
る
会　
　
　
　
（
東
京
都
新
宿
御
苑
）

関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー　
　
（
大
阪
府
）

県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
、
天
草
・
出
水

県
際
交
流
促
進
協
議
会
監
査　
　
　
（
役
場
）

分
遣
所
庁
舎
検
討
会　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

大
型
宿
泊
施
設
立
地
協
定
式　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

農
業
再
生
協
議
会　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
社
会
基
盤
整
備
促
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会
臨
時
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

町
体
育
協
会
評
議
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

建
友
会
総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
巣
）

人
権
の
花
運
動
の
開
会
式（
蔵
之
元
小
学
校
）

県
政
説
明
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

農
地
海
岸
保
全
協
会
監
査　
　
（
鹿
児
島
市
）

九
州
各
県
町
村
会
長
会
及
び
事
務
局
長
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

海
外
地
方
行
政
調
査
説
明
会　
　
（
東
京
都
）

経
済
農
林
委
員
会　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

政
務
調
査
会
全
体
会
議　
　
　
　
（
東
京
都
）

全
国
町
村
会
経
済
農
林
委
員
会
現
地
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
県
）

獅
子
島
招
魂
祭　
　
　
　
　
　
　
（
獅
子
島
）

第
6
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
前
）

４月

　シロクマの白い毛を刈ってし
まうと肌は何色？大人も子ども
と一緒に楽しめる内容です

　ボンボンを使って作る、動物
がたくさん。簡単なものから、
挑戦してみませんか？

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

「
か
わ
い
い
ボ
ン
ボ
ン

ど
う
ぶ
つ
」

著　

坪
内
忠
太

「
雑
学 

子
ど
も
に
ウ
ケ
る

た
の
し
い
ク
イ
ズ
」

朧
月
海
へ
伸
び
た
る
滑
走
路　
　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

朧
夜
や
仮
設
は
す
で
に
消
灯
す　
　
　
　
　

白
男
川
孝
仁

朧
夜
や
眠
り
を
誘
ふ
オ
ル
ゴ
ー
ル　
　
　
　

関　

佳
代
美

錠
剤
の
床
を
こ
ろ
が
る
春
の
雷　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

春
風
や
校
歌
高
ら
に
閉
校
す　
　
　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

建
前
の
槌
音
高
し
春
の
風　
　
　
　
　
　
　

迫
口　

君
代

朧
夜
や
島
に
芝
居
の
幕
が
開
く　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

傘
寿
の
見
え
か
く
れ
す
る
朧
月　
　
　
　
　

二
階
堂
恵
子

雲
の
間
の
真
白
き
峰
の
弥
生
富
士　
　
　
　

坂
口　

静
子

一
瞬
に
舳
先
白
波
鳥
渡
る　
　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

早
苗
饗
や
娶め

と

る
つ
も
り
の
謀

は
か
り

ご
と　
　
　
　

筑
前　

初
市

咳し
は
ぶく

や
背
中
に
見
せ
ぬ
パ
ト
ス
あ
り　
　
　

山
田　

哲
夫

補
聴
器
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
上
げ
て
春
を
聞
く　

大
堂　

正
弘

［
短
歌
］

春
の
陽
が
入
り
来
て
明
る
部
屋
に
色
鉛
筆
の
色
あ
ざ
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

海
は
凪
ぎ
島
の
山
々
夕
焼
け
に
そ
ま
る
野
原
は
牛
群
れ
の

ど
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

ブ
ロ
ッ
コ
リ
無
惨
な
る
か
や
鳥
た
ち
に
つ
つ
き
回
さ
れ

葉
っ
ぱ
の
哀
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

釣
れ
た
か
な
リ
ー
ル
捲
く
児こ

の
必
死
さ
が
見
開
く
目
に
も

力
漲み

な
ぎる　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

待
て
ば
来
る
好
球
ま
た
ず
打
ち
に
出
る
我
が
人
生
の
縮
図

な
る
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

惚ぼ
け

ず
と
も
綴
れ
続
け
る
事
な
る
や
惚
な
き
事
よ
我
れ
事
な

る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

川
床
の
げ
ん
げ
田
に
浮
く
中
学
や　
　
　
　

脇
田　

武
志

虚
子
の
句
を
書
か
れ
し
恩
師
の
絵
手
紙
を
心
和
み
つ
幾
た

び
も
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

樫
平　

頼
子

山
に
湧
く
水
を
設

し
つ
ら

ふ
管
め
ぐ
り
猪
に
喰
は
れ
し
筍
の
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

誘
は
れ
て
花
見
に
来
た
る
風
車
の
丘
の
寒
さ
に
抱
け
り
熱

き
ボ
ト
ル
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

南は

え風
に
の
り
桜
吹
雪
の
舞
ふ
下
に
三み

た
り人

の
友
と
開
く
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

白
砂
に
集
ふ
鴎
ら
輪
を
な
し
て
背
を
ま
る
め
て
春
日
受
け

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

花
果
て
し
石つ

わ蕗
の
広
葉
を
た
た
く
雨
島
を
閉
ざ
し
て
日
す

が
ら
寒
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

亡
き
夫
の
ノ
ー
ト
に
残
る
落
書
き
に
湧
け
る
寂
し
さ
何
に

た
ぐ
へ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

い
ま
し
ば
し
生
き
た
く
思
ふ
幾い

く
た
り人

か
孫
の
行
末
心
寄
せ
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

熊
牧
場
ひ
と
山
ま
る
ご
と
熊
が
い
て
リ
フ
ト
は
す
れ
す
れ

我
乗
せ
て
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

ご
み
を
出
す
日
を
忘
れ
ず
に
缶
ビ
ー
ル
の
空
缶
両
手
に
さ

げ
て
来
た
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

飽
食
の
世
に
生
き
残
り
今
に
な
お
焼
き
茄
子
今
朝
も
食
べ

て
お
り
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

い
ざ
急
げ
陽
は
西
山
に
傾
い
た
馬
鈴
薯
畑
に
両
ひ
ざ
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

亡
き
姉
の
椅
子
に
坐
り
て
飲
む
お
茶
の
今
朝
は
姉
あ
る
如

く
語
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

温
寒
の
境
に
堪
え
て
び
っ
し
ょ
り
と
内
側
濡
れ
て
い
る
窓

硝
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

稼
ぐ
こ
と
少
な
く
な
り
し
て
の
ひ
ら
を
開
き
て
み
た
り
小

さ
き
て
の
ひ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

雨
風
に
散
れ
る
桜
を
掃
き
た
れ
ど
球
は
花
び
ら
ま
と
ひ
て

転
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

老
い
る
身
に
里
想
ふ
と
き
和
み
く
る
古
里
は
わ
が
心
の
拠

り
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

↑全共２次予選候補牛に選抜された「ちよふく号」

●
出
水
地
区
春
季
畜
産
共
進
会
な
ら
び
に

第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
地
区
予
選
会

　

12
日
、
平
成
29
年
度
出
水
地
区
春
季

畜
産
共
進
会
な
ら
び
に
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
（
宮
城
大
会
）
地
区
予

選
会
が
出
水
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ

れ
、
出
水
地
区
内
の
育
成
牛
14
頭
が
３

部
門
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
１
部
に
４
頭
、
２
部

に
２
頭
出
場
ま
し
た
。

　

種
牛
一
部
の
市
尾
德
さ
ん（
菅
牟
田
）

の
「
ち
よ
ふ
く
号
」
は
全
共
の
２
次
予

選
の
候
補
牛
に
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
育
成
次
第
で
は
７
月
29
日
か
ら
行

わ
れ
る
最
終
予
選
会
に
出
場
し
ま
す
。

種
牛
１
部  

最
優
秀
賞

　

一
席 

市
尾　

德

優
秀
賞

　

繁
殖
セ
ン
タ
ー　

町
田
光
彦

　

赤
嵜　

清

種
牛
２
部

優
秀
賞

　

古
川
修
一　

赤
嵜　

清

春
季
畜
産
共
進
会
～
優
秀
種
牛
続
々
輩
出
～

●
長
島
町
春
季
畜
産
共
進
会

　

平
成
29
年
度
長
島
町
春
季
畜
産
共
進

会
が
４
月
６
日
、
毎
床
家
畜
審
査
場
で

あ
り
ま
し
た
。
町
内
か
ら
18
頭
が
出
場

し
、
１
部
・
２
部
と
月
齢
ご
と
に
個
体

審
査
と
比
較
審
査
が
行
わ
れ
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
赤
嵜
清
さ
ん

（
赤
崎
）
所
有
牛
「
は
る
号
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

種
牛
１
部　
９
か
月
～
12
か
月

最
優
秀
賞

　

一
席 

赤
嵜　

清　

二
席 

繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

三
席 

町
田
光
彦　

四
席 

市
尾　

德

優
秀
賞

　

門
元
政
文　

宮
路
健
作　

町
口　

光

　

町
田
光
彦　

宮
路
幸
雄

種
牛
２
部　

 
13
か
月
～
16
か
月

最
優
秀
賞

　

一
席 

赤
嵜　

清　

二
席 

古
川
修
一

優
秀
賞

　

山
口
正
成　

町
口　

光　

宮
路
健
作

　

兒
玉
美
津
子
（
２
頭
）　

福
山
健
一

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

　

一
部
一
席

　
　

赤
嵜　

清 　
「
は
る
号
」

関西かごしまファンデーに参加 ～鹿児島の特産品求め長蛇の列～

　４月 16 日、関西かごしまファンデーが京セラ
ドーム大阪（大阪市）でありました。
　関西鹿児島県人会総連合会主催による当イベン
トも 13 回目となり、県出身者など約３万１千人
の来場者でにぎわいました。本町からは、焼酎や
あくまきのほか農水産物などの特産品約 70 種を
出品し、中にはイベント開始早々に売り切れる人
気商品もありました。
　売り子として参加した関西ながしま会員らによ
り、イベント終了の１時間前に商品が完売。同会
会長の金磯清隆さんは「毎年このイベントに参加
するのが楽しみ。今回も長島の美味しい食材のＰ
Ｒができた」と満面の笑みを浮かべました。

↑袋いっぱいに町の特産品を購入する来場者
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木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
工
事
補
助
制
度

　

町
で
は
、
地
震
に
対
す
る
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
建
築
物

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
現
在
居
住
し
て
い
る
木

造
住
宅

○
補
助
限
度
額

　

・
耐
震
診
断　

６
万
円

　

・
耐
震
改
修
工
事　

30
万
円

（
た
だ
し
耐
震
診
断
で
補
強
の
必
要

あ
り
と
診
断
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）

※
補
助
制
度
を
活
用
し
、
耐
震
診

断
、
耐
震
改
修
工
事
を
考
え
て
い

る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課　

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
開
設
日
時

　

６
月
１
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
開
設
場
所

　

長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　

役
場
指
江
庁
舎

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け

た
お
手
伝
い
を
し
ま
す

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
長
島
町

よ
り
委
託
を
受
け
て
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
相
談

支
援
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。

○
対
象
と
な
る
人

　

町
内
に
居
住
し
て
お
り
、
経
済

的
な
問
題
で
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
、
長
く
失
業
し
て
い
る
人
、
ひ

き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
で
悩
ん
で
い

る
人
、
働
い
た
経
験
が
な
く
不
安

な
人
な
ど
、
こ
れ
ま
で
制
度
の
狭

間
で
支
援
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た
か
た
が

た
に
つ
い
て
、
問
題
の
解
決
・
軽

減
を
無
料
で
行
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

回
答
で
き
ま
す
。
詳
し
い
ご
利
用

方
法
は
調
査
票
と
一
緒
に
配
布
さ

れ
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
ロ
グ
イ

ン
情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国
お
よ

び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま

す
。 

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
財
政
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
４
［
直
通
］

平
成
29
年
度
労
働
保
険
年
度
更

新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

６
月
１
日
（
木
）
か
ら
７
月
10

日
（
月
）
ま
で
は
、
労
働
保
険
料

の
「
年
度
更
新
」
申
告
・
納
付
期

間
で
す
。

　

６
月
は
じ
め
に
送
付
さ
れ
る
労

働
保
険
料
申
告
書
・
納
付
書
に
よ

り
、
期
間
中
に
申
告
・
納
付
を
行

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
年
度
更

新
の
審
査
業
務
が
外
部
委
託
さ

れ
、
申
告
書
の
受
付
は
、
原
則
と

し
て
記
入
漏
れ
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
だ
け
の
確
認
作
業
と
な
り
ま

す
。
申
告
書
に
記
入
誤
り
・
漏
れ

が
な
い
よ
う
、
自
主
的
な
記
入
・

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
子
政
府
の
総
合
窓
口
（
ｅ
‐

Ｇ
ｏ
ｖ
）
か
ら
も
電
子
申
請
に
よ

る
年
度
更
新
申
告
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
聴
衆

室
適
用
係

　

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
８
２
７
６

歯
と
口
の
健
康
週
間
行
事

　

６
月
１
日
か
ら
の
「
歯
と
口
の

健
康
週
間
行
事
」
と
し
て
、
出
水

郡
歯
科
医
師
会
で
は
、
地
区
内
の

小
・
中
学
生
に
よ
る
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

○
期
間

　

６
月
１
日
（
木
）
～
10
日
（
土
）

○
場
所

　

Ａ
コ
ー
プ
あ
づ
ま
店

　

Ａ
コ
ー
プ
な
が
し
ま
店

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
が
し
ま
鷹
巣
店

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
郡
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
担
当

　
（
よ
し
だ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

　

☎
（
79
）
３
４
４
３

鹿児島情報高等学校吹奏楽部長島公演

　長島町文化ホールで、吹奏楽部演奏会が開
催されます。
　公演では、地元中学校吹奏楽部との合同演
奏も行われます。入場料は共に無料です。
○開催日　６月４日（日）
○時間　開場 13 時　開演 13 時 30 分
○演奏曲目　2017 年度全日本吹奏楽コン
　　　　　　クール課題曲　他
※チケットなどはございません。お気軽に
お越しください。
◎問い合わせ先
　町教育委員会社会教育課
　☎（88）6500［直通］
　原田学園鹿児島情報高等学校
　☎ 099（268）3101

○
支
援
内
容

　

自
立
相
談
支
援
事
業

　

①
は
じ
め
に
、
相
談
支
援
員
が

話
を
聞
き
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
案
内
し
ま
す
。

　

②
相
談
内
容
に
よ
り
、
継
続
的

な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
相
談
支
援
員
が
本
人

と
と
も
に
支
援
計
画
を
作
成
し
ま

す
。

　

③
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
生
活

の
安
定
に
向
け
た
自
立
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

◎
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

ご
み
の
出
し
方
に
ご
協
力
を

　

ご
み
出
し
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
長
島
町
一
般
廃
棄
物
処
理

実
施
計
画
に
基
づ
き
、
適
正
に
収

集
し
、
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
・
事
業
ご
み
の
一
般

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
家
庭
ご
み

・
可
燃
ご
み

　

各
集
落
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
か
、
北
薩
広
域
行
政
事
務

組
合
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み

　

各
集
落
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
か
、
北
薩
行
政
事
務
組
合

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ
リ

ア
北
薩
）
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

○
事
業
ご
み

・
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
む
か
、

町
よ
り
許
可
さ
れ
た
収
集
業
者
へ

委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
75
）
０
７
３
９

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
エ
コ
リ
ア
北
薩
）

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

平
成
29
年
工
業
統
計
を
実
施

　

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
は
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
票
は
5
月
末
日
ま
で
に
調

査
員
が
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
6

月
1
日
以
降
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

平
成
29
年
度
の
年
金
相
談
日

　

平
成
29
年
度
の
年
金
相
談
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
開
催
日
お
よ
び
場
所

　

偶
数
月

・
６
月
８
日
（
木
）［
役
場
］

・
８
月
17
日
（
木
）［
指
江
庁
舎
］

・
10
月
17
日
（
火
）［
役
場
］

・
12
月
７
日
（
木
）［
指
江
庁
舎
］

・
平
成
30
年
２
月
８
日
（
木
）［
役
場
］

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
年
金
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］
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↑声を掛けあいながら楽しむ参加者ら ↑宣誓書を読み上げる田中教諭

施設利用者らで風船卓球大会

用者・家族・職員が触れ合う利
　４月８日、長島町多目的ホールで、ＮＰＯ法人
ふうしゃとデイサービスセンターすいせんの利用
者や職員、家族らが一同に集まって、風船卓球大
会が行われました。
　利用者らが日頃のレクリエーションで行ってい
る風船卓球を通じて、家族や職員らと触れ合うた
めに同事業所で初めて開催されたこの大会。参加
した人たちは、風船を落とすまいと大きな声を掛
けあいながら楽しんでいました。
　大会に参加した安行鈴子さん（山門野上）は「友
達とカバーし合ったり、アウトを取ってみたりと
ても楽しかった」と笑顔で話していました。

転入学校職員宣誓式

びの場での活躍に期待学
　４月７日、平成 29 年度転入学校職員宣誓式が
役場指江庁舎でありました。
　式には、４月の異動で新たに本町の小中学校へ
転入してきた職員 40 人のほか教育関係者らが参
加。村田研史教育長が本町の教育環境や概要など
を紹介したあと、転入者を代表し田中サミュエル
教諭（鷹巣中学校）が「教育公務員の職務とその
責任の特殊性を深く自覚し、誠実かつ公正に職務
を執行します」と力強く宣誓書を読み上げました。
　式の最後には今後の教育現場での活躍に期待を
込めて、職員全員にアオサやジャガイモなど本町
の特産品が配られました。

↑交流会前に京橋駅前の広場で踊る城川内郷土芸能保存会

第 10回関西ながしま会交流会

るさとに思いをはせてふ
　3 月 19 日、関西ながしま会交流会が大阪太閤
園で開催されました。
　今回は、合併後 10 回目となる記念交流会とし
て、城川内郷土芸能保存会 24 人も参加しました。
総会では、オープニングセレモニーとして保存会
のメンバーが「城川内鉦踊り」を勇壮かつ力強く
披露。ふるさと長島に思いを馳せ、感動し涙ぐん
で観賞する会員の姿も見られました。
　懇親会では、長島弁が飛び交い、また思わぬ出
会いに感動しながら、ふるさとの思い出話に花を
咲かせていました。

↑山頂付近を、赤く包むツツジ↑掘りたてのジャガイモを手にする園児たち

↑同運動のマスコットキャラクター「人 KEN まもる君」
と「人 KEN あゆみちゃん」の人形も贈られました

「人権の花」運動開会式

の大切さと思いやる心を育む命
　４月 24 日、蔵之元小学校（山田哲夫校長）で「人
権の花」運動開会式が行われました。
　「人権の花」運動は、花を育てることで命の大
切さを学び、相手への思いやりを育てることを目
的として、鹿児島地方法務局と県人権擁護委員連
合会が昭和 60 年から実施しており、本年度は同
校も取り組むことになりました。
　式では、下平隆康人権擁護委員から児童らにひ
まわりの種などが贈られ、児童を代表して小浦
優
ゆ う と

斗さん（６年）が「運動を通じて、１年間みん
なで大切に花を育て、美しい花や、優しい言葉が
あふれる蔵之元小学校を作っていきます」と決意
を述べました。

園児らがジャガイモを収穫

島の春の風物詩を体験長
　指江保育園の園児ら 32 人が 4 月 28 日、本町
の春の風物詩となっている、赤土ジャガイモの収
穫を体験しました。
　この日は、濵﨑敏彦さん（指江）と大西藤男さ
ん（指江）が作付していた同保育園前の畑で体験。
園児たちは、機械で掘り起こしたジャガイモを拾
い、表面の土をはらって丁寧にケースに入れてい
きました。
　参加した、道添天

つ ば さ

翔くんは「初めてジャガイモ
掘りをしてとても楽しかった。カレーライスに入
れて食べたい」と満足げに話していました。

獅子島で招魂祭とつつじ祭り

没者をしのび平和を願う戦
　獅子島の恒例行事「獅子島招魂祭」と「つつじ
祭り」が４月 29 日、七郎山山頂で行われました。
　山頂の慰霊碑の前で行われた慰霊祭では、遺族
や各種団体の関係者らが玉串を捧げ戦没者をしの
びました。
　広場に会場を移した後は、つつじ祭りを開催。
獅子島小中学校の児童による奉納相撲や、獅子島
七郎太鼓の披露、芸能大会が行われました。
　多くの島民らが集まり賑わった七郎山山頂は、
赤く色付いたツツジと共に歓声と熱気に包まれて
いました。
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10,702(+40)

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,177(+19)
5,525(+21)

  4,475(+37)

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
の

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ

　

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
催
期
間

中
、
週
末
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

和
太
鼓
祭
り
IN
な
が
し
ま

　

４
月
９
日
、
出
水
地
区
内
の
４
団
体

と
獅
子
島
七
郎
太
鼓
、
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
鹿
児
島
情
報
高
校
の
和
太
鼓
部
も

参
加
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
に
約

６
０
０
人
の
観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま

し
た
。

花
フ
ェ
ス
マ
ル
シ
ェ

　

同
フ
ェ
ス
タ
７
回
目
に
し
て
、
初
め

て
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
。
町
内
外
か
ら
20

店
舗
が
軒
を
並
べ
、
手
作
り
の
雑
貨
や

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用
品
、
地
元
で
製
造
さ

れ
た
味
噌
な
ど
を
買
い
求
め
よ
う
と
多

く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

松
ぼ
っ
く
り
で
ト
ト
ロ
を
作
ろ
う

　

４
月
29
日
、
松
ぼ
っ
く
り
の
隙
間
に

色
つ
き
の
綿
を
詰
め
込
ん
で
、
か
わ
い

ら
し
い
自
分
だ
け
の
ト
ト
ロ
を
作
り
ま

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
親
子
連

れ
で
し
た
が
、
子
ど
も
よ
り
も
お
父
さ

ん
が
夢
中
に
な
っ
て
作
っ
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

↑親子で体験、松ぼっくりトトロ作り

▽
長
島
の
春
の
風
物
詩
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

が
、
町
内
の
至
る
所
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
長
島
の
赤
土
ジ
ャ

ガ
イ
モ
が
、
今
年
は
少
な
く
と
も

２
つ
の
全
国
ネ
ッ
ト
の
番
組
の
収

録
を
受
け
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

う
ち
１
つ
は
、
じ
ゃ
が
い
も
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
た
４
月
30
日
。

収
録
現
場
は
実
家
の
畑
の
上
に
位

置
す
る
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
の
取
材
を

終
え
、
実
家
の
じ
ゃ
が
い
も
掘
り

の
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
畑
に
行

く
と
、
収
録
現
場
に
は
た
く
さ
ん

の
ス
タ
ッ
フ
が
芸
能
人
を
取
り
囲

み
、
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
い
る

姿
が
遠
目
な
が
ら
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
姿
を
見
て
私
は
「
あ
の

ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
う
ち
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
掘
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

ら
、
あ
っ
と
言
う
間
に
終
わ
る
の

に
な
ぁ
」
と
あ
り
も
し
な
い
妄
想

を
抱
え
な
が
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

入
っ
た
約
20
㌔
の
コ
ン
テ
ナ
を
ひ

た
す
ら
運
ん
で
い
ま
し
た
。

（
濵
田
将
尚
）

平成 29年４月 30 日現在
(　) 内は前月比

↑来場者で賑わう花フェスマルシェ ↑獅子島七郎太鼓も参加した和太鼓祭り

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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５
月
、
町
内
各
地
で
端
午
の
節
句
を
祝
う

こ
い
の
ぼ
り
が
、
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
、
平
成
28
年
5
月
か
ら
平
成
29
年

４
月
に
生
ま
れ
た
男
の
子
は
53
人
。
平
成
27

年
５
月
か
ら
平
成
28
年
４
月
に
生
れ
た
男
の

子
は
43
人
。さ
ら
に
そ
の
１
年
前
の
期
間
は
、

48
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

茅
屋
集
落
で
は
、
港
か
ら
見
渡
す
と
多
く

の
こ
い
の
ぼ
り
が
揚
が
っ
て
い
ま
す
。
中
に

は
こ
い
の
ぼ
り
な
ら
ぬ
、
ブ
リ
の
ぼ
り
も
揚

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
い
の
ぼ
り
は
、
各
家
庭
で
生
ま
れ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
よ

う
に
、
青
空
の
も
と
風
に
乗
っ
て
泳
い
で
い

ま
し
た
。

青空を泳ぐたくさんのこいのぼり（茅屋集落）

↑
中
に
は
ブ
リ
の
ぼ
り
も



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１７６

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １２ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６

２１

１３

５ ６

5/30 5/31 ３

３０ 7/1

5/29

２７ ２８ ２９

5/28
◎母子相談（1歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎イルカ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○さくら通りクリニック 62-2311
○野田診療所 84-2023
○しみずこども医院 68-0633
○石沢歯科医院 84-4411
□長島調剤薬局 64-5555
□さくらんぼ薬局 68-7000
□野田調剤薬局 84-2856
□すくすく薬局 72-5010
◇しみずこども医院 68-0633

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

□農業用廃プラスチック類回収
（獅子島アイランドセンター）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 東馬鈴薯選果場

・伊唐大橋前駐車場）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

□農業用廃プラスチック類回収
（平尾サメシマフーズ駐車場

・小浜港野積場）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

□農業用廃プラスチック類回収
（JA 長島馬鈴薯選果場

・田尻公民館）

○飯尾医院 88-5040
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○林泌尿器科クリニック64-8800
○いまむらクリニック 73-1700
○塩山歯科医院 62-2634
□メープル薬局 62-9292
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□市民調剤薬局 68-0150
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎結核・肺がん・大腸がん検診
◎１歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○福元医院 67-3200
○門松医院 64-6100
○スマイル歯科医院 75-3300
□しおかぜ薬局 88-6011
□ハート薬局 79-3877
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇キッズクリニック 63-7707

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診
◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○平尾診療所 88-2595
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○荘記念病院 82-3113
○山田クリニック 72-0420
○北園歯科医院 64-2151
□フタヤ薬局 67-5253
□しもずる薬局 64-2211
□よつば薬局 79-4331
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎結核・肺がん・大腸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）


